
平成２４年度高知県算数・数学思考オリンピック（小学校） 

解答例 

 

問題１ 

（１） 

 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３２ ３３ ３４ ３５ ３６ 

３７ ３８ ３９ ４０ ４１ ４２ ４３ ４４ ４５ ４６ ４７ ４８ 

４９ ５０ ５１ ５２ ５３ ５４ ５５ ５６ ５７ ５８ ５９ ６０ 

６１ ６２ ６３ ６４ ６５ ６６ ６７ ６８ ６９ ７０ ７１ ７２ 

７３ ７４ ７５ ７６ ７７ ７８ ７９ ８０ ８１ ８２ ８３ ８４ 

８５ ８６ ８７ ８８ ８９ ９０ ９１ ９２ ９３ ９４ ９５ ９６ 

９７ ９８ ９９ １００ １０１ １０２ １０３ １０４ １０５ １０６ １０７ １０８ 

１０９ １１０ １１１ １１２ １１３ １１４ １１５ １１６ １１７ １１８ １１９ １２０ 

 

 

 

 

 

（２） 

 

 

 

 

 

 

答え  ４７ 

 



 

（３） 

 

 この表は，１２で折り返しているので，上段の数と下段の数の差は１２となる。（１）の問題 

 

は，「５」や「１３」を使い，合計した数にななめの線を入れるということなので，まず， 

 

①５と１３の倍数にななめ線を入れる。 

 

②次に，上の書いたように，上下の差が１２なので，「１３」をたすと，上の数のななめ下の 

 

 全ての数にななめ線が入る。 

 

③１２の段のななめ右下は１の段につながるので，１２の段でななめ線が入った数の下段の次の 

 

 数（１の段）にななめ線を入れ，②の作業をくり返す。 

 

④その結果，残った数の中で一番大きい数は４７となる。 

 

 この表を５で折り返す表に作りかえると，簡単に答えを見つけることができる。 

 

①５の倍数にななめ線を入れる。 

 

②次に、１３の倍数を見つけ，ななめ線を入れ，その数から 

 

 下にななめ線を入れる。（５をたしている数だから） 

 

③残りの最も大きい数が（２）の答えになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （５の表） 

１ ２ ３ ４ ５ 

６ ７ ８ ９ 10 

11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 

26 27 28 29 30 

31 32 33 34 35 

36 37 38 39 40 

41 42 43 44 45 

46 47 48 49 50 

51 52 53 54 55 

56 57 58  59 60 

 



問題２ 

（１） 

 ① 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      

      

      

      

 ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え 最も少ないとき  ４ 個，最も多いとき  １０ 個 

（２） 

 ①  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 （後ろ）  

（左） 

１ １ １ １ １ 

（右） 

１ ２ ２ ２ １ 

１ ２ ３ ２ １ 

１ ２ ２ ２ １ 

１ １ １ １ １ 

 （前）  

 （後ろ）  

（左） 

１     

（右） 

 ２    

  ３   

   ２  

    １ 

 （前）  

 ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え 最も少ないとき  ９ 個，最も多いとき  ３５ 個 

 

最も多いとき 



 

（３） 

  最も多いときは，下の図のようになる。 

  

 

 

 

１段目は，１個。 

２段目以降は，縦に２個，横に２個増えていく。 

 その結果，下の表のようになる。  

 １番上 ２段目 ３段目 ４段目 ５段目 

２段のブロック １ ３×３＝９    

３段のブロック １ ３×３＝９ ５×５＝２５   

４段のブロック １ ３×３＝９ ５×５＝２５ ７×７＝４９  

５段のブロック １ ３×３＝９ ５×５＝２５ ７×７＝４９ ９×９＝８１ 

 このことから分かるように， 

 １段目 ２段目   ３段目   ４段目   ５段目 

  １＋（３×３）＋（５×５）＋（７×７）＋（９×９） 

となり，一段高くなるに従って，（奇数×同じ奇数）個ずつ増えていく。 

 

最も少ないときは，下の図のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 １番上 ２段目 ３段目 ４段目 ５段目 

２段のブロック １ ３    

３段のブロック １ ３ ５   

４段のブロック １ ３ ５ ７  

５段のブロック １ ３ ５ ７ ９ 

 この表から分かるように， 

 １段目 ２段目 ３段目 ４段目 ５段目 

  １ ＋ ３ ＋ ５ ＋ ７ ＋ ９ 

となり，一段高くなるに従って，奇数個ずつ増えていく。 

 

    １ 

 

１ １ １ １ 

１ １ １ 

 

１ 

 

２ ２ ２ １ 

１ ２ １ １ ２ ３ ２ １ 

１ １ １ １ ２ ２ ２ １ 

    １ １ １ １ １ 

    １ 

 

    

１   

 

 ２    

 ２    ３   

  １    ２  

        １ 

２段の図       ３段の図 

 



問題３ 

（１） 

    ２÷５＝０.４ 

 

 

 

 

 

答え   ０.４  ｄＬ 

（２） 

    ０.４ｄL＝４０ｍL 

    ７５０÷０.４＝１８.７５ 

    １８.７５×８＝１５０ 

 

 

 

 

 

 

答え   １５０  個 

（３） 

 

 

 

 

 

木の年齢５年 

 2000÷20＝100 

 

木の年齢 10年 

 15000÷150＝100 

 

木の年齢 15年 

 16000÷170＝94.1… 

 

木の年齢５年 

 14000÷150＝93.3… 

 

※折れ線グラフ， 

 棒グラフでも可 

 

（g）       

ゆ
ず
１
個
あ
た
り
の
重
さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

０     ５        10         15        20  （年） 

木の年齢 

 

自分でめもりを

つけよう。 

10 

60 

50 

40 

30 

20 

100 

90 

80 

70 

110 

120 



 

（４） 

 

２０×３００＝ ６０００ 

   １５０×２５０＝３７５００ 

   １７０×２５０＝４２５００ 

   １５０×２００＝３００００ 

 

  採れるゆずの個数は，６０００＋３７５００＋４２５００＋３００００＝１１６０００（個）

になる。 

  ゆず１個から０．４ｄLのゆず酢が作れるので，２０１０年には， 

   ０.４×１１６０００＝４６４００（ｄL）のゆず酢ができる。 

   ４６４００ｄL＝４６４０L 

 

  １本７５０mLのゆず酢８本入りのセットを１セット作るには， 

   ７５０×８＝６０００（mL）のゆず酢が必要になる。 

   ６０００mL＝６L 

  ４６４０Lのゆず酢から作ることができるセット数は， 

   ４６４０÷６＝７７３．…となるから，７７３セットである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答え ゆず酢  ４６４０  Ｌ，  ７７３   セット 

 


